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２ 要 旨 

  台木及び中間台の組み合わせによるラ・フランスのわい化性と果実品質に及ぼす影響を知るため、クイ

ンズA台(A)に中間台としてオールド・ホーム(OH)、ブーレ・アルデー(BH)、フレミッシュ・ビューティー(FB)、ク

インズBA29台(BA)にはオールド・ホーム、ブーレ・アルデー中間台、クインスC台(C)にはブーレ・アルデー中

間台、セイヨウサンザシ台(S)にはセイヨウナナカマド゛(Cr)中間台、チョウセンマメナシ台単独について調査

した。なお、チョウセンマメナシ台はわい化性、生産効率が低いため、平成７年度に調査を中止した。 

  わい化性は、BH/Cが高く、BH/BAが低かった。累積収量では、S/Cr、BH/BAが多く、OH/BA、BH/Cが

低かった。幹断面積当たり収量（生産効率）は、BH/A＝BH/C、FB/A、BH/BAの順に高く、OH/BAが最も低

かった。収穫果及び追熟果の果実品質では、BH/CのRM示度が高く、特に追熟後に高かった。また、調査

期間に追熟果の内部褐変がOH/BA、BH/C、S/Crで発生した。その他の品質については、特に組合せによ

る顕著な差は認められなかった。 

 以上の結果から、ラ・フランスのわい化栽培に適した台木と中間台の組み合わせは、ブーレ・アルデー/ク

インズBA29台、フレミッシュ・ビューティー/クインズA台、ブーレ・アルデー/クインズA台と判断された。


